
 

                                

 

                                                          

  
                                      

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  

 

  

 

 

 

 

 

 

 

〇「運動が好き」と答える児童の割合を９０％以上にする。  
〇「目標達成に向けて、あきらめずに努力した」と答える児童の割
合を９０％以上にする。 

 

 

 

 

令和８年度体力つくり推進計画 
東 広 島 市 立 三 津 小 学 校 

 

児童生徒の実態や体力・運動能力調査等
から明らかになった課題 

達成目標 

 
 

 

・学年1クラスの小規模校であるが、人数に対し

て校庭が広く、使用できるボールの数も多いた

め、いろいろな遊びをすることができる。 

・休憩時間は、学年を超えて体を動かして遊ぶ児

童が多い。 

学 校 の 状 況 
 

               課題：長座体前屈（柔軟性）、50メートル走（走力） 

① 体育科での取組 

・ 体力テストを行う前に、昨年度の記録をもとに，今年度の目標を一人一人が決め、自らの体力について関心をもたせる。実

施後、結果について振り返り、自己の体力向上のために何にどう取り組むか考え、主体的に取り組ませる。 

・ 児童が運動に親しみ、体力向上につながるような体育科授業を工夫していく。 

・ 楽しく効果的に体力向上ができるように、準備運動の中で、サーキットトレーニングを加える。 

・ 柔軟性や瞬発力を伸ばす動きを、取り入れていく。 

② カードを使った取組 

・ 体力テストの昨年度の記録や今年度の目標を記入したカードを使うことで、体力の向上につなげていく。 

・ ランニングタイムを設け、全校児童が走る取組を行う。一人一人に目標をもたせ、全校統一のランニングカードに記録して

いくことで、主体的に取り組むことができるようにし、走力や持久力をつけていく。 

・ 全校統一の縄跳びカードを利用して、跳躍力や持久力をつけていく。 

③ 家庭との連携 

・ 基本的生活習慣アンケートの取組を通して、児童が自らの生活習慣を振り返るとともに、生活習慣の改善に向けて家庭と連

携しながら取り組む。 

 

○第５学年の男子は、長座体前屈で、令和７年

度の全国平均を下回った。女子は、50メート

ル走で令和７年度の県平均かつ全国平均を下

回った。 

 

広島県体力・運動能力，運動習慣等
調査結果との比較から 

取組事項 

 

・基本的生活習慣アンケートから、外遊びや運動を

している児童は86％いる。外遊びをしない児童や

運動をあまりしていない児童が固定化している。 

・基本的生活習慣アンケートによると、早寝・早起

きに課題がある。平日10時以降に寝る児童の割合

が27％、平日７時以降に起きる児童の割合が13％

という結果が出ている。 

 また排便にも課題が見られ、毎日排便ができてい

ない児童が25％という結果が出ている。 

・新体力テストの結果では、男子では、令和７年度

の全国平均を下回る項目は１項目、第５学年女子

では、令和７年度の県平均かつ全国平均を下回る

項目は１項目あった。 

・体力・運動能力調査の結果から、柔軟性や走力に

課題があるといえる。  

 

 

 

 

・  

・ 生徒指導・保健安全部・児童会・委員会活動とも連携しながら取組を進め、振り返り、改善を行う。 

 

体 制 

 

 

・ 体育科の授業で単元を通してねらいを明確にして計画的に学習を進めることで、体力の向上につながる。 

・ いろいろな機会を活用して運動することの楽しさを体感させることで、運動が好きな児童が増える。 

・ 時期に応じた運動を取り入れた体力つくりカードを活用することで、児童が目的をもって家庭や学校での体力向上

に取り組むことができる。 

・ より良い生活習慣が身につき、規則正しい生活を送ることができる。 

期待される効果 

ああ・・あ 

 

・ 外遊びでは、サッカーやドッジボール、校庭の

遊具を用いた遊びが人気である。 

・ 休憩時間は外で元気よく遊ぶ児童が多いが、室

内で過ごす児童もいる。 

・ 野球やバスケットボールなど、運動系のクラ

ブチームに入って活動する児童が、男子に多

い。女子バレーボールに入って活動する児童

もいる。 

児童生徒の運動・生活習慣の実態 
 
 
 
 
 



 

 

 

 

                   ～３月     ４月      ５月          ６月       ７・８月     ９月        10月      11月      12月 

          

【体育科・保健体育科】          

【教科外】          

【日常生活を含む家

庭・地域との連携】 

         

 

結果分析・計画立案 

計画に基づき実施 

新体力テストの実施 
結果分析 

Plan 

評価 

見直し・次年度の計画 

Do Check Check 

見直しと改善計画の立案 

計画に基づき実施 

Plan Do Action 

○「運動が好き」と答える児童の割合を９０％以上にする。  

○ 体力テストの柔軟性や走力の記録を伸ばす。 

 

達成目標 

② 

① 

③ 

東広島市立三津小学校 

体つくり運動 

陸上運動系 

ボール運動系 

器械運動系 

鉄棒や遊具

を活用した

運動に親し

む。 

学級遊びなど、休憩時間の取組 

アンケート 

体力つくりカー

ドの活用 

 

ラジオ体操や水泳

など 
持久走記録会に向けて

ランニングタイム実施 

 

なわとび 

大休憩や昼休憩に計画して、実施する。 
基本的生活習慣アンケートで運動の

実態を把握する。 

結果を分析して改善につなげる。 

運動会や体力テストに向けて体力つ

くりカードの家庭での活用を働きか

ける。 

。を動かすことの必要性が理解でき

るような紙面にする。 

長期休業中も続けて取り組

めるように家庭にも働きか

ける。 

基本的生活習慣

調べ 

 

走力向上に向けて、体育科の準備運

動の時に、腹筋力や柔軟性、走力を

高める運動を行う。 

長期休業中も続いて

取組がされるように

家庭にも働きかける。 

持久走記録会に向け、ランニングカード

を用いて目標を持たせ、自主的に取り組

ませる。 

 

陸上運動系 

表現運動系 

児童の実態を把握するとともに、基

本的生活習慣の定着を図る。 

運動会に向けて、意欲

を高める運動をする。 
水泳運動系 

体つくり運動系 

基本的生活習慣

調べ 

アンケート 

なわとび検定カー

ドで、いろいろな

技に挑戦するよう

働きかける。 

令和８年度体力つくり推進計画 

カードを用いて目標

を持たせ、自主的に

取り組ませる。 体力テストに向けて

カードを用いて目標

を持たせる。 


